
　　認定特定非営利活動法人

　　タンチョウ保護研究グループ会誌

　  今年十勝地方で確認した繁殖つがい数が、ついに100つがいを超えました。

　十勝西部や北部などで初めて営巣の確認があり、十勝地方の19市町村のうち、

　タンチョウの繁殖している自治体は16になりました。

　　また昨年は道北地方のサロベツ湿原で標識したタンチョウ２羽が鶴居村

　まで移動して越冬したことや、十勝北部で標識したヒナが天塩地方まで

　移動したことが確認されるなど、道内で分布を広げているタンチョウの

  ニュースが注目されました。

　　十勝・釧路・根室を含む道東と道北を結ぶ地域には、サロマ湖・能取湖・

　濤沸湖などをはじめとする日本を代表する湖沼が連なり、タンチョウの

巻頭言 ・・・１ 　一大生息地に加わってきました。2015年を最後にオホーツク地方での

2021年度　活動報告 ・・・２ 　飛行機を使った繁殖状況調査は実施できていませんが、地上観察の情報を

2022年度　活動計画 ・・・４ 　総合すると現在は20つがい近くが繁殖しているようです。

新年度役員 ・・・４ 　　そして嬉しいことに、これらの情報が集まるのは各地でタンチョウに

監視カメラを使った 　興味を持って、「ヒナ連れを見た」、「足環をつけたツルを見た」と

　牧場のタンチョウ調査 ・・・４ 　事務局まで情報を寄せてくださる方が増えているからでもあります。

タンチョウは何歳まで 　　今年は残念ながらこれら新しい繁殖地でのヒナへの標識付けには成功

　　繁殖できるのか ・・・６ 　しませんでしたが、事前調査や標識付き個体の追跡などの活動によって

＜連載＞ 　情報交換の輪の広がりを実感しています。タンチョウに関心を持ち、

鳥と自然と人⑬ ・・・７ 　そしてタンチョウのいる自然を好ましく感じ、さらにタンチョウと一緒

訂正と新しい子育て ・・・７ 　に生きていることを意識してくれる人たちの思いを形にしていくことが、

＜活動記録＞ ・・・８ 　私たちが調査や活動を行っている目的の一つでもあり、これこそが

　タンチョウのワイズユースと言えると思っています。

Tancho (46)      1

2022年8月

  理事長　  百瀬邦和

タンチョウ分布の広がりを追いかけて 
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★調査研究活動（タンチョウその他ツル類の この調査について、12月にTKGニュースNo.71増刊号

生態及び生息環境調査・研究事業) を発行し、会員に報告しました。

＜タンチョウ生息状況調査＞ ＜大陸と北海道とのタンチョウの遺伝子解析＞

・繁殖状況調査 　大陸個体群と北海道個体群の遺伝子組成を比較する

   十勝地方において、4月20日～21日にセスナ機に 酪農学園大学の寺岡教授の研究に協力し、標識調査の

よる飛行調査を行ないました。調査範囲は広尾町 際や保護・収容個体などから採取した道内のタンチョウの

から浦幌町までの沿岸湖沼群と十勝川流域です。 羽などの試料を提供しています。

このうち十勝川流域は北海道開発局池田河川    今年度、研究結果の一部が日本獣医学会誌に発表

事務所の事業で行ないました。さらに4月23日～ されました。道北で繁殖したと思われる個体から大陸型の

25日にドローンによる追加の地上調査を行ない DNAタイプが確認されたことが話題となり、新聞やTVで

ました。調査期間前後の確認情報を含めると、 報道されました。

十勝地方で確認した繁殖つがい数は88でした。 ＜DNA・安定同位体を使った餌の調査＞

・総数調査    酪農学園大学寺岡研究室との共同研究で標識調査の

   調査前の2022年1月15日に釧路市内の「わっと」 際にヒナから採取した糞中の餌のDNAを分析し、タンチョウ

にてカウント調査勉強会を行ないました。調査は の餌の同定を行っています。研究結果の中間報告を兼ね

1月21日～2月1日まで行ないました。調査地は た討論会が酪農学園大学主催で3月1日に開催されま

日程順に、音別・白糠、阿寒（2日間)、十勝東部、 した。

十勝西南部、中茶安別、標茶・弟子屈、鶴居(2日間)、

浜中・根室南部、根室中部・北部および日高です。 ★保護・保全活動 (タンチョウ保護に関わる機関・

日高の調査にはネイチャー研究会inむかわにも、 施設との連携及び受託事業)

ご協力いただきました。さらにオホーツク等その他の ＜タンチョウの生息地分散＞

地域では協力者より情報収集調査を行ないました。 　 釧路地方に集中するタンチョウの越冬個体を分散

    この調査の参加者は計75名、のべ142人でした。 させることを目的として実施しています。環境省からの

確認されたタンチョウの総数は、例年通り50羽単位で 委託を受け、三大給餌場での給餌量削減の影響評価

まとめた概数で1,800羽となりました。 について、過去のデータを分析しました。

　 環境省より「タンチョウ標識調査手法・体制検討業務」

＜タンチョウ標識調査＞ を受託し、道央地域における繁殖状況の把握と、同地

 　2021年6月13日に釧路市内の「わっと」で、 の地元関係者との情報交換を行ないました。

7月7日にむかわ町「四季の館」で事前勉強会を  　また秋に日高・道央地域での今シーズンの繁殖状況を

行ないました。予備調査ののち、6月19日～7月 知るため、同地域で現地調査と聞き取り調査を行ない

18日と、8月9日の計12日間に十勝、釧路、根室 ました。

地方などで調査を行ない、23羽のヒナを捕獲し、 ＜傷病個体の保護収容への協力等＞

標識放鳥しました。調査には68名、のべ191人が 　 釧路市音別町の尺別地区で、山菜取りに入った人が

参加しました。調査の参加者に向け、9月にTKG 持ち帰ってしまったタンチョウのヒナを親に返す作業を、

ニュースNo.71を発行しました。 環境省に協力して行ないました。このヒナは後日に親と

 　捕獲時にヒナから採取した糞を釧路市動物園の 合流しているところが確認されています。

獣医師に提供し、鳥マラリア及び寄生虫の感染状況 ＜中標津俵橋湿原ゆめプロジェクト＞

の研究に協力しています。 　 本年度も中標津町より借用している俵橋湿原内の

 　10月30日と11月28日にNPO法人サロベツ・ 町有地でトウモロコシを耕作し、このトウモロコシを使って、

エコ・ネットワークに協力して、道北のサロベツ湿原 同地と、約4km離れた俵橋高台の中司農場の畑脇に

で同地で繁殖した家族３羽と単独亜成鳥1羽に標識 ニオ型給餌台を設置しました。今回も根釧農業試験場

を装着、このうち１羽にGPS発信機を取り付けました。 から100kg弱のデントコーンの提供を受けました。今冬は

Activity report for RCC in FY2021
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俵橋湿原のニオで２つがい、中司牧場畑のニオ周辺で  　釧路湿原自然再生協議会の本会議と６つの小委員会に

少なくとも1つがいが越冬したと思われます。会員の 参加しました。

大河原氏が秋に霞網による鳥類標識調査を同地で行い、

鳥類の生息状況を調べました。 ＜会報の発行・ホームページ制作等＞

・会報

★教育普及活動（タンチョウその他ツル類の保護 　 会誌「Tancho」第43号を2021年8月に、第44号を

に関する教育普及事業） 2021年12月に、第45号を2022年4月に発行しました。

＜タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会・ 　また、2021年6月にTKGニュース70号、9月に71号、

ポスター展示＞ 12月に71号増刊号を発行し、標識調査および総数調査

　  標識調査及び総数調査の事前勉強会で、調査の の参加者、標識鳥の情報提供者ほかに送付しました。

結果と分析結果について発表しました。 ・ホームページほか

 　北洋銀行釧路中央支店のロビーに、5月19日より 　日本語ページのWhat's New! コーナーの記事を年度内

約2ヶ月間、当法人の活動とタンチョウの現状を紹介 に18回更新しました。また、その他に主な活動の中の情報

するポスターを展示しました。 の一部を更新しています。

　 釧路警察署が行ったタンチョウの事故防止を目的と  　2021年8月にInstagram、同9月にFacebookを始めました。

した啓発活動に協力して、10月8日に釧路空港の タンチョウと生息地の状況を発信しています。

レンタカー利用者に、同10日に釧路アイスアリーナで

行われたアイスホッケーの試合の来場者に向けて ★ 国際協力活動 （アジアに生息するツル類保護に

当法人が作成したチラシを配布しました。 関わるネットワーク推進事業）

 　10月21日に、厚岸中学校の宿泊研修でタンチョウに ＜国際タンチョウネットワークの活動への参加・協力＞

ついて講話しました。 　 会報、ホームページ等で、国際タンチョウネットワークの

 　 2022年２月23日に「道北のタンチョウ報告会」 活動と、海外に生息するタンチョウやその他ツル類の生息

（サロベツ・エコ・ネットワーク主催）で講演しました。 状況の情報を紹介しました。

　 北見市常呂町・地域づくり研修会（常呂・能取風力  　COVID-19の影響でエコキャンプが実施できなかったため、

発電所事業問題について）で11月13日に講演しま イオン環境基金からの助成金を返納しました。

した。その後、同月27日に行われた事業者による ＜世界のツル関係者との交流及び情報交換＞

住民説明会にも出席し、意見を述べました。 　COVID-19の影響により直接の交流は行えず、インター

ネット及び電話での取り組みに留まりました。

★提言及び情報発信（タンチョウその他ツル類に

関する提言及び情報発信事業） ★ その他の活動　（その他この法人の目的を達する

＜提言＞ ための事業）

   下記、公共事業に対して、周辺に生息するタンチョウ ＜活動資金の調達、等＞

に悪影響を与えないための注意事項を提言しました 　 2022年2月22日より3月31日まで、250万円の寄付を目標

： 北海道開発局帯広開発建設部、同釧路開発建設 にクラウドファンディングを実施しました。38日間の期間中

部、北海道根室振興局農地課、同釧路総合振興局 に、海外からも含めて212名の寄付者があり、目標金額

農地課、釧路市。 を達成することができました。

2021年度　タンチョウ保護研究グループ　収支
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 　COVID-19の影響でエコキャンプが実施できなかったため、

理事長　  　 百瀬 邦和 理事　　クリス・ハント 監事　　住吉　尚

副理事長　　花輪 伸一 理事　　藤村 忠明 監事　　星　光二

理事　　ジョージ・アーチボルド 理事　　藤原 久紀

理事　　花田 行博 理事　　百瀬 成彦

 　タンチョウ保護研究グループでは、給餌場や牧場で餌を取っている、つまり人間の活動に直接依存している

タンチョウの実情を知るための調査を始めました。昨年度（2021年度）の冬（11月〜３月）、サントリー世界愛鳥

基金の助成金を得て、標茶町の牧場に監視カメラを設置させていただきました。この牧場には年間を通して

タンチョウの家族が飛来していて、2021年にヒナに足環を付けています。毎日6：00〜17：00の間、30分ごとに

静止画像を撮影し、牧場での家族の滞在時間等を分析しました。

 　11月中は概ね午後に2時間程度堆肥山を利用していましたが、12月に入ってから堆肥山の利用が無くなり、

バンカーサイロを主に利用するようになりました。12月下旬以降の厳冬期にはほぼ１日中農場内に留まって

いたようで、１日の平均滞在時間は３〜４時間程でした。２月に入ると、朝、牧場に飛来する時間が遅くなり、

滞在時間が不規則になってきました。これは牧場外の河川や湧水地など、さまざまな場所で餌を探す時間が

多くなってきたことによります。

New Board of Directors and Auditors

監視カメラを使った牧場のタンチョウ調査　　百瀬　邦和
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Survey of cranes in the dairy farm using surveillance cameras

新年度役員　（任期は2022〜2023年度）

事　　業　　内　　容

 ● 調査研究活動（タンチョウその他ツル類の生態及び生息環境調査 ・研究事業）

タンチョウ生息状況調査
繁殖期飛行調査、冬期カウント調査、営巣地現地調査、等、                

TKGニュース発行

タンチョウ標識調査 ヒナへの足環装着及び標識個体の追跡

大陸と北海道とのタンチョウの遺伝子解析 標識調査により資料収集、　TKGニュースの発行

DNA・安定同位体を使った餌の調査 標識調査により資料収集

 ● 保護・保全活動　（タンチョウ保護に関わる機関・施設との連携及び受託事業）

タンチョウの生息地分散 新規営巣地等についての情報収集，現地調査、タンチョウの行動追跡

中標津俵橋湿原プロジェクト
地元の社会環境調整を進め、タンチョウの繁殖環境、越冬地整備に向

けた活動

キナシベツ湿原プロジェクト 十勝自然保護協会に協力して道立自然公園指定に向けた活動

 ● 教育普及活動　（タンチョウその他ツル類保護に関する教育普及事業）

タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会・

ポスター展示
年２回の勉強会、講演会は随時開催　　　釧路市内へのポスター展示

 ● 提言及び情報発信（タンチョウその他ツル類に関する提言及び情報発信事業）

提言 行政実施する道路、農地整備、自然再生事業等への提言

会報の発行・ホームページ制作等 会報:3回、HP:随時更新、SNSでの広報

 ● 国際協力活動　（アジアに生息するツル類保護に関わるネットワーク推進事業）

国際タンチョウネットワークの活動への参加・協力 中国・韓国・ロシアにおけるタンチョウの生息状況把握、ほか

世界のツル関係者との交流及び情報交換

 ● その他の活動　（その他この法人の目的を達するための事業）

 活動資金の調達、等
本会の活動を支える為の資金調達に向け、個人・企業等に寄付協力を

募る活動

　　2022年度の活動計画　Activity Plan for FY 2022

活　動　区　分



   さらに２月中旬からは子別れが始まったようで、家族が別れて行動するようになったことにより、個体の判別が難しく

なりました。
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11月〜3月の牧場での滞在の様子（縦軸は30分ごとに記録された日数）

堆肥山のカメラで撮影した家族



　 約4ヶ月間の調査期間中、牧場内でのタンチョウの滞在場所が堆肥山（牛糞を主とする牛舎から出た

廃棄物置き場）から、牧場内の反対側にあったバンカーサイロ（干草や飼料用トウモロコシ等を発酵させた

餌の野外貯蔵施設）に変わったため、２台目のカメラを追加で設置したり、カメラの不調による一時的な

記録の欠損などがありましたが、現地での直接観察も併用することによって、このタンチョウ家族のひと冬を

通した牧場の利用状況の概要を把握することができました。

　 今回の調査では、タンチョウが冬期に牧場に飛来している状況は、概ね給餌場への飛来状況と類似

している様子でした。次のステップとしては、

今回の結果を、毎年の一斉カウント調査での

標識個体の給餌場での滞在記録、さらに

発信器を付けた個体の記録と比較して、

タンチョウにとって牧場が冬の採餌場として

どのような位置付けになっているのか（つまり

依存の程度）を把握していきたいと思って

います。

   タンチョウは生まれて３年で成鳥になり、早いものではつがいをつくり、繁殖を始めます。一方でタンチョウの長寿

記録としては、飼育下では46歳（マリ、1976年生まれのメス）、野生では31歳（T26、1991年生まれのオス）が現在

も生存しています。それでは何歳まで繁殖が可能なのでしょうか。ちょっと記録を探してみました。

   釧路市で飼育しているタンチョウでは、現在鶴公園にいるカイソ（1986年生まれ）が今年度も産卵しているので、

36歳という記録になります。ただし、これは

無精卵でした。マリも35歳の時に無精卵を

産んでいますが、それ以降は産卵記録が

ないため、カイソの36歳が今のところ

最高齢の記録です。

   では、有精卵の場合はというと、カイソが

29歳（2015年）と32歳（2018年）に有精卵を

産んでいますので、32歳が今のところ

最も高齢の記録です。これに続くのは

鶴公園にいるエムコ（1993年生まれ）で、

今年ヒナが出ていますので、29歳という記録

になります。ただ、繁殖はメスだけでは

できませんので、受精卵が得られるか

どうかは、メスがその年齢の時につがい関係

にあるのかどうか、また、相手のオスの年齢

にも影響されるのではないかと思います。

  一方、オスでの「授精」最高齢記録は、

鶴公園にいたタロ（1957年 − 1994年）の

35歳です。

Up to what age can Red-crowned cranes breed?

  タンチョウは何歳まで繁殖できるのか       吉野智生（釧路市動物園）
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託卵された卵を孵し育てているカイソ (2022)



　 英国の『月刊バードウォッチング誌』によると、世界のバードウォッチング（バーダー）業界は毎年360億ドル

（約5兆円）近くの利益と55,000人以上の雇用を生み出しているという。5兆円というと、コロナ以前の日本の

観光産業なみである。これを支えているのが熱心なバーダーたちだ。

 　たとえば、米国には政府機関の調査で、バーダーが5,100万人もいる。国民の6人に1人で、釣りや狩猟の

人口よりも多い。その多くは女性で、平均年齢は50歳前後とみられる。

　 同誌の調査では、バーダーの約4割は、「野鳥を観察するためには費用を惜しまない」と、答えている。

バーダーの装備も高度化、高額化している。彼らが買い込む機器は、年間推定260億ドルである。

双眼鏡やスコープは性能が上がり、カメラの望遠レンズも長いものになり、録音機器を駆使して鳴き声

を流して、野鳥を呼び寄せるのも普通になった。

　 また、バーダーをターゲットにした商品やサービスも盛んになっている。野鳥観察のツアーが企画され、

観察した野鳥の種数を競うコンクールやフェスティバルが増えている。

　 他の希少動物の例にもれず、野鳥も狩猟、森林伐採、気候変動などによって危機にさらされているものが

少なくない。世界で9,900種以上の野鳥が生息しているが、そのうちの321種は絶滅危惧種とされ、その8割

までが今後20年以内に絶滅するともいわれる。国際的な生物多様性保護の団体は、バーダーらがもっと

保護活動に関心をもつように呼びかけている。

 　会報Tancho 第45号５ページに誤りがありましたので訂正いたします。

   本文の上から13～14行目：「また、メスの66Vは、2020年にヒナが孵り、「20歳のメスの初成功例か?!」と期待

したのもつかの間、ヒナはいなくなり、66V自身もその年の12月に死亡しました。」の文章を削除してください。

   メス66Vにヒナが孵ったと書いてしまいましたが、

これは記録の読み違いで、結局、このメスは

子育てに一度も成功することなく20歳で死亡

しました。もしかしたらヒナが孵ったことはある

のかもしれませんが、このペアの定着地が根室

だったこともあり、情報が少なく詳しいことは

わかりません。子育てに成功することなく死亡

したメスでは最高齢でした。なおオスでは、子育て

の成功例がない21歳の64V（写真）、Ｒ00、

20歳の90Vが今も健在です。オスは子どもがいて

もいなくても、飄々と暮らしている印象を受けます。

　 さて、2022年1～2月のカウント調査では、初めて子育てに成功した標識鳥が5羽現れました(下表)。メスが2羽、

　オスが3羽です。2014年以降

　に生まれた200番台が子育て

  に成功するようになって

  きています。今年度も新しい

  子育て成功例が出るといい

  ですね。期待がかかります。

     Correction to the previous issue
                                    and first rearing sucsess records in 2021
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　弘之　（本会顧問）

＜連載＞　鳥と自然と人⑬　バードウォッチングは大産業

前号の訂正と2021年度の新しい子育て成功例の紹介   井上　雅子

Birds, Nature and people     #13

標識番号 生年 性別 子の数 備　　考

233 2014 メス 1
251 2015 メス 1 子は415（オス）
271 2016 オス 1 子は420（メス）
278 2016 オス 2
295 2017 オス 1
表　2021年度に初めて子育てに成功した標識鳥



＜活動記録＞　(2022年4月〜2022年7月 )

3月31日 クラウドファンディング終了（2月22日開始）

4月 4日 会報Tancho45号 送付

4月10日 「舞鶴遊水地にタンチョウを呼び戻す会」の総会に出席（百瀬）

4月21日〜24日　　　十勝地方で飛行調査と地上調査

5月13日 運営会議(7名出席)

5月18日 会計監査

5月28日 第1回理事会開催（Web）

5月29日 総会開催

6月3日 運営会議(5名出席)

6月5日 中標津 俵橋湿原でトウモロコシの種まき作業（6名参加）

6月8日 第2回理事会開催（Web）

6月12日 標識調査勉強会（於：釧路市 わっと　）

6月25日〜7月17日　 　　標識調査

＜  会 員  ＞　（　8月 09日　現在　）

会員数：177名（運営会員：26名、個人サポート会員：151名（卵106、ひな42、若鳥2、成鳥 0、終身 1）

　Red-crowned Crane Conservancy (RCC) newsletter

認定特定非営利活動法人

　　＜表紙写真＞ 　タンチョウ保護研究グループ

　　　牧草地で子育て中の家族。

　　餌を捕まえた親を見つけてヒナが 〒 085-0036

　　北海道釧路市若竹町9番21号

　　 　　Tel/Fax 0154-22-1993

撮影者： 百瀬邦和 e-mail: tancho1213@pop6.marimo.or.jp

URL: http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

TANCHO

　Forty-sixth issue　　　August， 2022

     Tancho (46)      8

　　草の中から出てきました。

こちらでタンチョウ保護研究グループの

最新情報がご覧いただけます。

活動の様子をインターネットで配信しています。

フォローをよろしくお願いいたします。

ホームページ instagram Facbook


